
◉
退
団
者
　
62
人

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

○
分
団
長

【
萩
原
】
熊
﨑
正
伸
、
熊

﨑
章　
【
金
山
】
木
下
広

行　

加
藤
冬
城

○
副
分
団
長

【
萩
原
】
二
村
和
徳　

島

博
孝　

中
嶋
盛
二　

舩
坂

武
也　

小
池
克
也　
【
下

呂
】
細
江
雄
一　

細
江
克

司　

細
江
洋
志　
【
金
山
】

中
野
二
郎

○
部
長	

【
萩
原
】
日
下
部
義
貴　

井
戸
良
幸　

澤
田
徳
彦　

二
村
章
文
【
下
呂
】　

細

江
幹
博　

纐
纈
全
司　

中

島
隆
弘　

森
本
浩
司　

川

上
美
仁　

田
口
晃　

早
川

文
憲　

熊
倉
孝
司　

中
島

祐
樹　

松
田
雄
三　
【
金

山
】
星
谷
昇
司　

矢
島
宏

哉　

藤
村
幸
夫　
【
馬
瀬
】

野
村
穣

○
班
長	

【
萩
原
】
細
江
隆
利　
【
下

呂
】
田
口
保
則　

向
田
寿

明　

田
上
健
二　

和
合
康

弘　

早
川
大
悟　

松
田
浩

征　
【
馬
瀬
】
大
前
進
一

○
団
員	

【
本
部
】
荒
井
里
奈　

青

木
朋
江

【
萩
原
】
熊
﨑
秀
樹　

岡

﨑
孝
弘　

奥
田
義
人　

青

木
善
彦　

黒
木
達
也　

青

木
繁
昴　
【
小
坂
】
中
尾

純　

土
本
歩
樹　
【
下
呂
】

田
川
久　

青
木
則
仁　

今
井
寿
広　
二
村
卓
也　

【
金
山
】
山
西
宏
和　

山

口
敦
士　

細
江
孝
壮　

只

腰
剛
大　
【
馬
瀬
】
中
谷

三
男　

細
江
天
晴

○
災
害
支
援
員

【
萩
原
】
内
木
和
宏　
【
下

呂
】
熊
﨑
周
治　

進
藤
達

之

　

平
成
27
年
度
下
呂
市
消
防
団
入
・

退
団
式
が
、
４
月
１
日
、
下
呂
交
流

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
長
年
務
め
ら
れ
た
退
団

者
へ
市
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
た
後
、
大
森
章
弘
団
長
か
ら
、

昇
格
者
や
新
入
団
員
へ
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

退
団
者
、
入
団
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

下呂市消防団入・退団式
地域の守りは万全
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大
森
団
長
か
ら
辞
令
受
け
取
り
敬
礼
す
る
新
入
団
員

「岐阜県消防の歌」を斉唱する出席者



◉
入
団
者 

54
人

　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

○
団
員

【
萩
原
】　

松
井
啓
太  

富
永
圭

人  

熊
﨑
智
哉　

日
下
部
陽
真

郎　

熊
﨑
翔　

桂
川
拓
也　

岡

﨑
大
輝　

清
水
勇
太　

松
村
優

也　

熊
﨑
一
葵　

日
下
部
幸
男   

日
下
部
寛　

和
田
直
樹　

熊

﨑
浩
平　

桂
川
侑
大　
【
下
呂
】   

本
田
力
也　

田
口
博
朗　

伊
藤

佑
太　

松
田
祐
磨　

鎌
倉
拓
也  

谷
川
房
男　

島
田
洋
二　

平
田

晃
大　

谷
川
巧　

河
村
元
気　

古
田
貴
則　

大
野
慶
介　

熊
﨑

将
史　

今
井
勇
樹　

田
口
浩
一  

田
口
誠
也　

田
口
広
人　

松
島

佑
磨　

細
江
隆
志　

神
木
良
太

【
金
山
】 

澤
田
和
磨　

長
尾
健

人  

片
田
健
司　

中
島
賢
二  

林
和
宏　

佐
古
康
介　

安
江
大

樹　

矢
島
尚
久　

大
前
慈
樹　

原
田
晋
輔　

加
藤
雄
士　

田
口

力　
【
馬
瀬
】
野
村
将
也

○
災
害
支
援
団
員

【
金
山
】
近
松
拓
也　

中
島
良

平　

中
島
真
一
郎

【
馬
瀬
】
中
谷
三
男　

細
江
天

晴　

野
村
穣

団
員
の
確
保
対
策
が
課
題

■
大
森
章
弘
団
長
訓
示　
　
　

　

本
日
こ
こ
に
、
平
成
27
年
度

下
呂
市
消
防
団
入
・
退
団
式
を

挙
行
し
ま
し
た
所
、
岐
阜
県
議

会
議
員
、
駒
田
様
を
始
め
、
多

数
の
ご
来
賓
の
皆
様
方
に
は
、

年
度
始
め
の
大
変
お
忙
し
い

中
、
ま
た
夜
分
に
も
係
ら
ず
、

ご
臨
席
い
た
だ
き
、
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
下
呂
市
消

防
団
、
入
団
者
は
54
名
、
退

団
者
は
62
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
日
の
冊
子
に
は
掲
載

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
女
性

団
員
も
２
月
に
２
名
入
団
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
年
度
も
ま
た
退
団
者
の

数
の
ほ
う
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
条
例
定
数
か
ら
み
て
も
定

数
１
２
８
０
名
に
対
し
実
団
員

数
が
１
１
５
２
名
、
団
員
の

充
足
率
は
90
％
と
い
う
状
態

で
す
。
岐
阜
県
消
防
協
会
で

は
、
充
足
率
95
％
以
上
を
目

指
す
方
針
を
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
で
は
ど
う
し
た
ら
も
っ
と

入
団
者
を
増
や
せ
る
か
、
い
か

に
魅
力
の
あ
る
消
防
団
に
す
る

の
か
、
今
後
団
本
部
だ
け
で
な                                

く
、
団
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も

色
々
な
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

条
例
定
数
を
減
ら
す
の
で
は
な

く
、
団
員
の
確
保
対
策
を
行
な

い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
退
団
者
の
皆
さ
ん
に

は
、
長
ら
く
の
消
防
団
活
動
、

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
今
後

も
各
地
区
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
、
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、新
入
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

早
々
に　

新
入
団
員
教
育
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
ろ
そ
ろ
操
法
訓
練
も
始
ま
る

と
思
い
ま
す
が
、
機
械
器
具
の

取
り
扱
い
、
規
律
等
、
基
本
を

し
っ
か
り
覚
え
て
も
ら
い
、
い

ざ
と
い
う
時
の
為
に
一
日
で
も

早
く
戦
力
と
な
れ
る
よ
う
に
研

鑚
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
平
成
27
年
度
が
無

火
災
、
無
災
害
で
あ
る
こ
と
を

願
い
ま
し
て
、
簡
単
で
は
あ
り

ま
す
が
、
訓
示
と
し
ま
す
。
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下
呂
市
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
る
前
分
団
長
・
木
下
広
行
さ
ん


